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研究成果の概要（和文）：グローバル化が急激に進む現代において、山積する地球規模の難問を解決するためには人々
がともに地球に帰属しているという意識を持ち、互いに協力し合うことが必要である。地球への帰属意識を生み出すた
めに、私たちは世界の人々が共有できる世界史を描くことを試みるべきだ。本研究を通じて日本語で世界史を論じる場
は形成された。
しかし、日本語の「世界史」と英語のWorld HistoryやGlobal Historyが意味する内容は異なっている。地球市民の世
界史を実現するためには、まず世界の人々が互いの「世界史」認識を理解しあい、議論のためのプラットフォームを準
備することから始めなければならないことが明確となった。

研究成果の概要（英文）：In this rapidly globalized contemporary world, people need to have a consciousness
 that they belong to the earth and have to work together to solve a pile of global and difficult problems.
 To create the identity of global citizen, we have to try to describe a world history which could be share
d by people of the world. Through our five-year cooperative research project, we are successful in making 
a common ground where we can discuss world history in Japanese.
However, the meaning of world history in Japanese is not the same with world history or global history in 
English. So is the case with French or Chinese. To realize a world history for global citizen, people of d
ifferent countries have to understand the perception of world or global history in the language of others 
and prepare a platform for discussion.
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１．研究開始当初の背景 
グローバル化が進み、人々に「地球市民」

意識が求められる現代においては、世界の

歴史を一体のものとして把握・理解するこ

とが必要である。「ヨーロッパ」と「非ヨー

ロッパ」を区分する従来の世界史叙述は、

この点で不十分だが、日本はもちろん、世

界的に見ても、「地球市民」のための世界史

叙述はまだ存在していない。 
 
２．研究の目的 
この共同研究では、国民国家や「ヨーロ

ッパ（西洋）とアジア（東洋）」という既存

の歴史叙述の単位にとらわれず、ユーラシ

ア、さらに世界を一体と見る立場で新しい

世界史を構築する方法を追究する。 
 
３．研究の方法 

18-19 世紀のユーラシアで、港町や内陸

の隊商都市を基点として設定される多様な

場（都市、地域社会、国家、海域世界など）

における異文化交流（人・モノ・情報の受

容、融合、拒絶）の実態を、史資料に基づ

いて具体的に明らかにする。そのうえで、

研究成果を、同一の場における時間軸上の

比較、多様な場同士の多面的な比較を通じ

て総合的に把握し、18-19 世紀のユーラシ

アの歴史を一体としてとらえる視点の獲得

を目指す。研究成果は日本語と英語でホー

ムページを通じて随時発信する。 
 
４．研究成果 

多彩な研究活動を踏まえ、様々な波及効果

が出ている。例えば研究代表者羽田正につい

ていえば、その著書『新しい世界史へ』（岩

波新書）は、歴史研究者や高校で歴史教育に

携わっている教員のみならず、一般市民にも

大きなインパクトを与えた。大手新聞や雑誌

に書評や関連記事が掲載されたことからも、

そのことは証明される。現状の世界史解釈に

関して、日本の歴史学界や高校教育の現場に

問題を投げかけ議論を巻き起こすという羽

田の意図は、十分に達成されたと判断できる。

一方、羽田は外国の研究者とも積極的に意見

交換の機会を設け、これまでに上海（中国）、

リヨン（フランス）、ベルリン（ドイツ）、モ

ントリオール（カナダ）、ナポリ（イタリア）、

プリンストン（アメリカ）、東京で国際研究

集会を開き、諸外国の研究者と世界史の解釈

と叙述の方法についての議論を行った。いわ

ゆる「グローバル・ヒストリー」とは異なる

部分もある「新しい世界史」という考え方を、

諸外国の研究者が簡単に理解し、全面的に受

け入れているわけではない。しかし、議論を

重ねることで、その考え方に関心を示す研究

者が次第に増えてきていることは確かであ

る。とりわけ研究期間の後半では、世界史の

理解と叙述の仕方についての国際研究集会

で徹底的に議論が交わされた。このように、

できるだけ多くの外国人研究者と話し合う

機会を作ることで、この共同研究を世界的に

みてもインパクトのあるものに昇華させる

ことができたと考えている。共同研究開始時

には、様々なバックグランドをもつ歴史研究

者が、世界史叙述に関心を持ちながらも、研

究を進めるための確たる指針なしにただ集

まっただけの状態だった。しかし、３年を経

た時点で、参加者全員が一つのチームとして

の自覚を強め、新しい世界史叙述について考

え、それを実現するために研究を進める態勢

が整った。その後の２年間、国際会議や共同

研究の枠組みで開催される数多くの研究会

を通し、現代を生きる我々にとって有意義な

世界史とは何かということを改めて問い直

すためのプラットフォームとして機能する

ことができた。日本における歴史研究は、地

域・時代別に細分化され、全体について語る

場を長く持たなかった。この共同研究がその

ためのプラットフォームとして確立したこ

とは大きな意味を持ちもっとも大きな成果

であるといえる。グローバル化が急激に進む

現代において、山積する地球規模の難問を解



決するためには人々がともに地球に帰属し

ているという意識を持ち、互いに協力し合う

ことが必要である。地球への帰属意識を生み

出すために、私たちは世界の人々が共有でき

る世界史を描くことを試みるべきだ。本研究

を通じて、日本語で世界史を論じる場は形成

された。しかし、日本語でいう「世界史」と

英語のWorld HistoryやGlobal Historyが意

味する内容は異なっている。中国語やフラン

ス語の場合も同様である。地球市民の世界史

を実現するためには、まず世界の人々が互い

の「世界史」認識を理解しあい、議論のため

のプラットフォームを準備することも同時

に明らかとなった。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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